
著名な文化人やアスリートを輩出してきた活力溢れる街、青森市。

未来を支える人材を育成するため、妊娠期から子育て期までの切れ目のない子育て支援、

子ども支援、教育の充実はもとより、スポーツや文化を通じた人材育成等も含め

「ひと創り」に取り組みます。
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安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
が
な
く
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
を
推

進
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
子
ど
も
が
身
近
な
地
域
の
中
で
安
全
・
安
心

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
心
を
育
む
指
導
や
体
験
活
動
の
充
実
な
ど
を
通

じ
て
、
子
ど
も
が
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
活
動
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

0 6 30 6 4

基本方向

施策の体系

※1［合計特殊出生率］ 15歳～49歳の女性の年齢別出生率を合計したもので、一人の女性が、仮にその年次の年齢別出生率で一生
の間に生むとしたときの子どもの数。
※2［ライフスタイル］ 衣食住などの日常の暮らしから、娯楽、職業、居住地の選択、社会との関わり方までを含む生活様式。
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《
子
ど
も
の
状
況
》

●
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
変
化
し
て
い
る
中

で
、
子
ど
も
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
育
ま
れ
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
少
子
化
の
進
展
に
伴
い
、
子
ど
も
同
士
の
交
流
を
通

じ
た
生
活
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
な
ど
の

体
験
活
動
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

第1節 

現状と
課題
現状と
課題

《
出
生
数
の
状
況
》

●
本
市
に
お
け
る
2
0
1
7
（
平
成
29
）

年
の
合
計
特
殊
出
生
率
※
1
は
1
・
40
と

国
の
1
・
43
よ
り
も
低
水
準
で
あ
り
、

ま
た
、
近
年
の
非
婚
化
・
晩
婚
化
、
若
年
層
の
市
外
流

出
に
よ
る
子
ど
も
を
産
む
世
代
の
減
少
な
ど
が
相

ま
っ
て
出
生
数
が
減
少
し
て
お
り
、
2
0
1
6
（
平
成

28
）年
度
の
出
生
数
は
1
8
4
0
人
と
な
り
、

2
0
0
0
人
を
初
め
て
下
回
り
ま
し
た
。

《
子
育
て
の
状
況
》

●
出
生
数
が
減
少
し
続
け
て
い
る
一
方
、
女
性
の
社
会

進
出
や
夫
婦
共
働
き
世
帯
の
増
加
と
い
っ
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
※
2

な
ど
、
社
会
経
済
環
境
が
変
化
し
て
い

る
中
で
、
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

●
核
家
族
化
や
地
域
内
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど

に
よ
り
、
地
域
等
で
の
見
守
り
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

子育ての
問題とは？

子ども・子育て
支援の充実

第2項

子ども支援の充実切れ目のない
子育て支援

第1項

P065 P067

こども食育レッスン1・2・3♪こども食育レッスン1・2・3♪
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目 標 と する 指 標

※2［食育］ 生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであり、様々な経験を通じて、「食」に関する知識と「食」を
選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てること。

※1［小児慢性特定疾病］ 厚生労働大臣が定める①慢性に経過する疾病であること、②生命を
長期に脅かす疾病であること、③症状や治療が長期にわたって生活の質を低下させる疾病であ
ること、④長期にわたって高額な医療費の負担が続く疾病であること全ての要件を満たす、18 
歳未満の児童等を対象とする疾病。

0 6 50 6 6

第
1
項

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
が
な
く
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

で
き
る
環
境
づ
く
り

●
全
て
の
妊
産
婦
・
乳
幼
児
等
の
状
況
を
把
握
し
、
保
健
師
等

専
門
職
が
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
な
が
ら
、
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
に
関
す
る
各
種
の
相
談
に
一
体
的
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
必
要
な
支
援
の
調
整
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
な

ど
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
包
括

的
な
支
援
を
提
供
し
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
支
援
の
充
実

●
妊
婦
健
康
診
査
等
、
妊
娠
・
出

産
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
は
じ
め
と
し
た
出
産
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
不
妊

治
療
へ
の
支
援
を
推
進
す
る
ほ
か
、
妊
産
婦
と
そ
の
家
族
に

対
す
る
保
健
指
導
等
の
ケ
ア
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
健
康
支
援
の
充
実

●
医
師
、
保
健
師
、
栄
養
士
等
に
よ
る
乳
幼
児
健
康
診
査
や
各

種
の
育
児
相
談
、
保
健
師
等
に
よ
る
訪
問
指
導
な
ど
を
通

じ
て
、
心
身
の
発
育
・
発
達
の
遅
れ
な
ど
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
図
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
ま
す
。

●
発
育
・
発
達
に
不
安
の
あ
る
乳
幼
児
や
小
児
慢
性
特
定

疾
病
※
1
等
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
・
家
族
に
対
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
専
門
的

に
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
療
養
上
の
不
安
の
軽
減
に

努
め
ま
す
。

●
幼
稚
園
、保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
等
と
連
携
し
、就
学
前
の

子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
食
育
※
2
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
康
的
な
食
習
慣

づ
く
り
と
家
庭
に
お
け
る
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

●
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
に
よ
る
乳
幼
児
期
の

教
育
・
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保
育
・
病
児
保
育
な
ど
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
な
ど
で
の
子

育
て
相
談
な
ど
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
子

育
て
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
の
経
済
的
負

担
の
緩
和
に
努
め
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
特
別
な
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
・
家
庭
に
対
し
て
、
療
育
相
談
や
障
が

い
の
特
性
に
配
慮
し
た
保
育
の
提
供
、
就
業
等
に
よ
る
自
立

支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
子
ど
も
の
医
療
費
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
医
療
機
関
に
受
診
さ
せ
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
医
療
費
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

妊婦相談

保健師等による産婦への訪問指導を
実施した割合

●産婦の訪問指導実施率

基準値：88.9％〈2017（平成29）年度〉

100％
目標値

4か月児･7か月児･1歳6か月児･3歳児
健康診査を受診した子どもの割合

●乳幼児健康診査の受診率

基準値：97.9％〈2017（平成29）年度〉

100％
目標値
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目 標 と する 指 標

※1［食育］ 生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであり、様々な経験を
通じて、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる
人間を育てること。
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第
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項

子
ど
も
支
援
の
充
実

身
近
な
地
域
の
中
で
安
全
・
安
心
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
子
ど
も
支
援
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
が
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主な取組

安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

●
公
園
な
ど
の
子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
放
課
後
児
童
会
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
児
童
館
な
ど
、

身
近
な
地
域
に
お
い
て
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
居
場
所
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
家
庭
内
や
幼
稚
園
・
保
育
所
等
に
お
け
る
事
故
防
止
の
取
組

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
・
犯
罪
な
ど
の
被
害
を
受

け
な
い
よ
う
地
域
の
安
全
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

放課後児童会

放課後児童会、放課後子ども教室、
児童館などの利用を希望する児童を
受け入れた割合

●子どもの活動拠点の利用を
　希望する児童の受入率

基準値：100％〈2017（平成29）年度〉

100目標値
％

青森市子ども会議委員が
意見を表明する機会の回数

●青森市子ども会議委員の
　意見表明機会の回数

基準値：3回〈2017（平成29）年度〉

4目標値
回

12

3

6

9

3 権利条例

●
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、男
女
平
等
意
識
の
啓
発
や

思
春
期
教
育
、食
育
※
1
、地
域
や
学
校
に
お
け
る
体
験
活
動
、

文
化
芸
術
活
動
、自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、健
全
で
多
様
な

生
活
体
験
や
交
流
の
場
と
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

主
体
的
に
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り

●「
青
森
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
」の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
子
ど
も

の
権
利
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
相

談
で
き
る
場
と
意
見
表
明
し
社
会
に
参
加
す
る
機
会
を
提
供

し
、
子
ど
も
が
心
豊
か
で
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
と
行
政
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
、
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応

な
ど
、子
ど
も
や
保
護
者
に
対
し
、適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
環
境
づ
く
り



　
　
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

安
全
・
快
適
で
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
教
育
環
境
づ
く
り
や
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
一
体
で
子

ど
も
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
子
ど
も
の
「
生
き

る
力
」の
育
成
を
図
る
ほ
か
、
子
ど
も
の
発
達
や
学
び

の
連
続
性
を
保
障
し
、
全
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
学

ぶ
た
め
の
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
関
係
団

体
等
が
連
携
し
、

青
少
年
の
健
全
育

成
を
支
援
す
る
ほ

か
、
市
民
誰
も
が

生
涯
に
わ
た
り
、

知
識
や
技
能
を
学

び
、
地
域
や
社
会

で
活
か
す
た
め
の

環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

0 6 90 7 0

基本方向

施策の体系

※1［グローバル化］ これまでの国の枠を越えて、生活や経済活動における相互関係が世界的規模で広がっていくこと。
※2［生きる力］ 文部科学省の学習指導要領で定める確かな学力（基礎的な知識・技能を習得し、それらを活用して、自ら考え、判断し、
表現することにより、さまざまな問題に積極的に対応し、解決する力）、豊かな心（自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思い
やる心や感動する心などの豊かな人間性）、健やかな体（たくましく生きるための健康や体力）のバランスの取れた力。
※3［要保護及び準要保護児童生徒］ 生活保護世帯（要保護）及び経済的理由により就学困難と認められる世帯（準要保護）の児童生徒。
※4［長寿社会］ 高齢社会の別称。平均寿命の延びが高齢者の死亡率低下（長寿）によるところが大きい側面を表す。
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教育の充実

教育環境の整備

第1項

P071

第2項

教育活動の充実

P073

第3項

教育支援の充実

P075

第4項

社会教育の推進

P077 な
っ
て
い
ま
す
。

《
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
》

●
社
会
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
諸

問
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
お
り
、
学
習
面
や
生
活
面

等
で
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
や
保
護
者
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

●
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
※
3
数
に
つ
い
て
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）年
5
月
1

日
現
在
で
、児
童
の
19・4
％
、生
徒
の
23・9
％
が
支
援

を
受
け
て
い
ま
す
。

《
生
涯
を
通
じ
た
学
習
の
状
況
》

●
長
寿
社
会
※
4
の
到
来
を
見
据
え
、
高
齢
者
を
含
め
た
全

て
の
人
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
く
社
会
の
構
築
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
青
少
年
を
取
り
巻
く
状
況
》

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、青
少
年
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、国
際

社
会
の
一
員
で
あ
る
自
覚
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
や
社
会

生
活
等
を
営
む
上
で
困
難
を
有
す
る
若
者
に
対
す
る
支
援

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
充
実

教
育
の
充
実

第2節 

現状と
課題
現状と
課題

《
児
童
生
徒
数
の
状
況
》

●
2
0
1
8（
平
成
30
）年
5
月
1
日
現
在
、

小
学
校
は
市
立
45
校
に
1
万
3
3
7
5

人
が
、中
学
校
は
市
立
19
校
、私
立
2
校

の
計
21
校
に
7
3
3
3
人
が
通
学
し
て
い
ま
す
。

《
教
育
環
境
の
状
況
》

●
少
子
化
を
背
景
と
し
た
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、複

式
学
級
を
有
す
る
学
校
が
あ
る
一
方
で
、宅
地
開
発
等
に

伴
い
児
童
生
徒
数
が
増
加
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
な
ど
、

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
教
育
環
境
が
生
じ
て
い
ま
す
。

●
校
舎
の
築
年
数
が
30
年
以
上
の
学
校
が
大
半
を
占
め
て
お

り
、学
校
施
設
等
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

《
学
校
教
育
の
状
況
》

●
技
術
革
新
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
※
1
が
進
む
社
会
の
中
で
、こ

れ
ま
で
の
教
育
内
容・方
法
の
改
善
、新
し
い
教
育
内
容・

方
法
の
開
発
等
の
実
践
に
よ
り
、「
生
き
る
力
」※
2
を
育
成

す
る
次
世
代
の
学
校
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
学
校
が
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
、地
域
全
体
で

子
ど
も
の
学
び
や
成
長
を
支
え
て
い
く
こ
と
や
、子
ど
も

の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
保
障
す
る
こ
と
が
重
要
と

青森市子ども会議フォーラム2018青森市子ども会議フォーラム2018
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目 標 と する 指 標

※1［ICT］ 情報通信技術（Information and Communication Technology）。パソコンやスマートフォンなどを活用したコミュニ
ケーションを行うための技術。

0 7 10 7 2

第
1
項

教
育
環
境
の
整
備

少
子
化
を
背
景
と
し
た
児
童
生
徒
の
減
少
な
ど
、
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

安
全
・
快
適
で
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

西中学校舎新築工事完成イメージ

洋式トイレ

安
全
・
快
適
で
質
の
高
い
教
育
環
境
づ
く
り

●
少
人
数
学
級
編
制
の
小
・
中
学
校
全
学
年
へ
の
拡
大
を
国
や
県

に
要
望
す
る
ほ
か
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
一
定
の
集
団

の
中
で
の
活
動
を
通
じ
て
資
質
や
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
る
適
正
な
学
校
規
模
の
確
保
な
ど
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る

教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
き
め
細
か
な
指
導
が
行
き
届
く
望
ま

し
い
教
育
環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
施
設
等
の
老
朽
化
へ
対
応
す
る
た
め
、
計
画
的
な
改
築
や

改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
を
順
次
進
め
る
な
ど
、
子
ど
も
が
安
全
・
快
適

に
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
学
校
I
C
T
※
1
環
境
の

整
備
な
ど
、
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
教
材

等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

％

市内公立小・中学校施設における洋便器
の割合（教職員トイレを除く※文部科学省
で実施している「公立小中学校施設のトイ
レの状況調査」に準じる）

●学校環境の整備
　（トイレの洋式化率）

基準値：26.2％〈2017（平成29）年度〉

50.0目標値

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
校
給
食
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を
継
続
し
な
が
ら
、
保
護
者

の
適
切
な
負
担
の
も
と
、
安
全
・
安
心
で
安
定
的
な
学
校
給
食

の
提
供
に
努
め
ま
す
。
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0 7 30 7 4

第
2
項

教
育
活
動
の
充
実

子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
力
・
豊
か
な
人
間
性
・
健
や
か
な
体
な
ど
「
生
き
る
力
」※
1

の
育
成
を
図
る
た
め
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、

幼
小
、
小
中
、
中
高
間
の
子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
保
障
し
ま
す
。

主な取組

※1［生きる力］ 文部科学省の学習指導要領で定める確かな学力（基礎的な知識・技能を習得し、
それらを活用して、自ら考え、判断し、表現することにより、さまざまな問題に積極的に対応し、解
決する力）、豊かな心（自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心など
の豊かな人間性）、健やかな体（たくましく生きるための健康や体力）のバランスの取れた力。
※2［食育］ 生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであり、様々な経験を
通じて、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる
人間を育てること。

「
生
き
る
力
」の
育
成

●
全
て
の
子
ど
も
が
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」を

高
め
る
よ
う
、
自
ら
問
題
を
見
つ
け
解
決
策
を
考
え

る
こ
と
や
、
自
ら
の
思
い
や
考
え
を
基
に
他
者
と
一

緒
に
新
た
な
も
の
を
創
造
す
る
過
程
を
重
視
す
る
授

業
づ
く
り
を
通
じ
て
「
確
か
な
学
力
」の
育
成
を
図
り

ま
す
。

●
全
て
の
子
ど
も
が
自
分
の
良
さ
と
可
能
性
を
十
分
に

発
揮
し
、
自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
を
高
め
な
が

ら
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
居
場
所

づ
く
り
と
絆
づ
く
り
を
通
じ
て
「
豊
か
な
人
間
性
」の

育
成
を
図
り
ま
す
。

●
全
て
の
子
ど
も
の
健
康
増
進
を
図
り
、
明
る
く
豊
か

で
活
力
の
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

運
動
習
慣
及
び
食
習
慣
な
ど
、
食
育
※
2
に
よ
る
望
ま

し
い
生
活
習
慣
づ
く
り
を
通
じ
て
「
健
や
か
な
体
」

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
一
体
で

子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く
り
の
推
進

●
家
庭
や
地
域
に
対
し
学
校
の
目
指
す
子
ど
も
像
や
そ

の
具
現
の
た
め
の
方
針
や
方
策
、
教
育
活
動
の
進
捗

状
況
な
ど
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
家
庭

や
地
域
の
教
育
力
を
学
校
運
営
に
活
か
す
こ
と
な
ど

を
通
じ
て
、
中
学
校
区
内
の
小
・
中
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
一
体
で
子
ど
も
の
育
成
に
取
り
組
む
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

質
の
高
い
教
育
の
確
保

●
子
ど
も
の
発
達
や
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
、
幼
稚
園

や
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
等
と
小
学
校
の
円
滑
な

接
続
等
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
義
務
教
育
9
年
間

の
学
び
の
内
容
や
方
法
を
工
夫
し
た
質
の
高
い
教
育

が
で
き
る
よ
う
、
接
続
す
る
学
校
等
の
間
で
子
ど
も

の
情
報
共
有
、
新
し
い
生
活
へ
の
適
応
を
図
る
活
動

計
画
の
作
成
な
ど
を
通
じ
て
、
小
・
中
学
校
の
指
導
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

学校・家庭・地域が一体となって

子どもを育てる環境をつくる

％

市内公立小・中学校の児童生徒に対するア
ンケートの「学習指導」に関する項目につ
いて、「理解している」「概ね理解している」
と回答した割合

●学習指導への評価

基準値：91.1％〈2017（平成29）年度〉

91.1目標値

％

市内公立小・中学校の保護者に対するアン
ケートの「保護者・地域住民との連携」に
関する項目について、「連携している」「概
ね連携している」と回答した割合

●保護者・地域住民との
　連携への評価

基準値：92.5％〈2017（平成29）年度〉

92.5目標値
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0 7 50 7 6

第
3
項

教
育
支
援
の
充
実

子
ど
も
を
取
り
巻
く
諸
問
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
お
り
、

全
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

主な取組

※1［SNS］ （Social Networking Service の略）登録した利用者だけが参加できるインター
ネットを利用したサービス。
※2［情報モラル］ 情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度。

※3［スクールカウンセラー］ 児童生徒、保護者及び教職員に対する相談、教職員等への研修、事件・事故等の緊急対応における被害
児童・生徒の心のケアを行う、臨床心理に専門的な知識・技能を有する専門家。
※4［要保護及び準要保護児童生徒］ 生活保護世帯（要保護）及び経済的理由により就学困難と認められる世帯（準要保護）の児童生徒。

い
じ
め
な
ど
の
問
題
行
動
や

不
登
校
な
ど
に
対
す
る
教
育
支
援
の
充
実

●
基
本
的
な
生
活
習
慣
と
規
範
意
識
に
基
づ
い
た
行
動
様

式
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
貫
い

た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
と
連

携
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
※
1
な
ど
の
利
用
に
関

す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
と
そ
の
遵
守
を
目
指
し
た
情
報
モ

ラ
ル
※
2
に
関
す
る
指
導
を
通
じ
て
、
い
じ
め
な
ど
の
問
題

行
動
や
不
登
校
な
ど
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対

応
に
努
め
ま
す
。

特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

教
育
支
援
の
充
実

●
障
が
い
の
あ
る
、
ま
た
は
疑
わ
れ
る
子
ど
も
や
学
校
に
馴

染
め
な
い
子
ど
も
な
ど
に
つ
い
て
、
学
校
、
本
人
及
び
保

護
者
に
対
す
る
教
育
相
談
、
学
校
訪
問
や
研
修
講
座
等
を

通
じ
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
、
個
別
の
指
導
計
画
や
教
育
支
援
計
画
を
作
成

す
る
な
ど
、
指
導
や
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
子
ど
も
の
生
活
上
の
悩
み
の
軽
減
・
解
消
が
で
き
る
よ

う
、
学
校
訪
問
や
研
修
講
座
を
通
じ
て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
※
3
や
相
談
機
関
等
の
積
極
的
活
用
も
含
め
た
学

校
の
教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平
等
な
教
育
機
会
の
提
供

●
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
※
4
な
ど
の
保
護
者
の

経
済
的
な
負
担
軽
減
や
奨
学
金
の
貸
付
な
ど
、児
童
生
徒
・

学
生
の
誰
も
が
就
学
・
修
学
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

ネットリテラシーの授業

市内公立小・中学校の保護者に対するアン
ケートの「いじめ防止対策」に関する項目
について、「対応している」「概ね対応して
いる」と回答した割合

●いじめ防止対策への評価

基準値：88.4％〈2017（平成29）年度〉

90.0目標値
％
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※1［NPO］ 利益を求めるためではなく、主に公益的な目的の実現のために活動する組織。
「Non-Profit Organization」の略。

0 7 70 7 8

第
4
項

社
会
教
育
の
推
進

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、興
味
や
必
要
に
応
じ
て
、知
識
や
技
術
を
学
び
、地
域
や
社
会
で
活
か
す
た
め
の

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る
自
覚
を
持
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、学
校・家
庭・地
域
や
関
係
団
体
等
が
連
携
し
、青
少
年
の
健
全
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

主な取組

市民センター寿大学の講座

青森市民図書館 ホームステイ体験（米国メーン州）

生
涯
を
通
じ
た
学
習
活
動
と

学
習
成
果
を
活
か
す
環
境
の
充
実

●
地
域
や
N
P
O
※
1
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
地
域

に
お
け
る
課
題
な
ど
に
対
応
し
た
社
会
教
育
活
動
の
実
施
や

情
報
発
信
の
充
実
に
取
り
組
む
ほ
か
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
対
象
者
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
学
習
機
会

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
社
会
教
育
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
の
育
成
・
活

用
の
ほ
か
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
な
ど
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
講
座
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
本
市
へ
の
理
解

を
深
め
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
機
会
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
市
民
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
、
図
書
館
な
ど
に
お
い
て
、
市
民

が
主
体
的
に
学
習
で
き
る
場
所
や
各
種
講
座
の
受
講
機
会
を

提
供
す
る
な
ど
、
誰
も
が
興
味
や
必
要
に
応
じ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
学
習
成

果
を
発
表
で
き
る
場
の
提

供
や
、
地
域
や
社
会
で
活

か
す
こ
と
の
で
き
る
学
習

体
制
の
構
築
な
ど
、
地
域

に
根
ざ
し
た
学
習
活
動
拠

点
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

多
様
な
主
体
と
の
連
携

●
大
学
な
ど
に
よ
る
公
開
講
座
の
開
催
や
、
民
間
の
指
導
者
や

大
学
生
な
ど
の
講
師
と
し
て
の
活
用
、
関
係
団
体
の
育
成
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
な
ど
、
多
様

な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
豊
か
な
学
習
機
会
の
提
供
を
図

り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
支
援

●
国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
異
文
化

に
対
す
る
理
解
や
豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
持
っ
た
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
国
際
的
な
交

流
機
会
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成
を
支

え
る
た
め
、
体
験
活
動
の
充
実
や
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
や
関

係
団
体
と
連
携
し
て
多
様
な
学
び
の
機
会
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

●
若
者
の
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
企
画
や
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
教
育
、
福
祉
、
雇
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

機
関
の
連
携
に
よ
り
、
社
会
生
活
上
の
困
難
を
抱
え
る
若
者

の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

各年度における市民図書館、青森地区市
民センター、浪岡地区公民館、細野山の家
の利用者の合計を本市の人口で除した数

●市民1人が1年間に図書館
　や市民センター等の施設を
　利用した回数

基準値：4.9回〈2017（平成29）年度〉

4.9目標値
回



　
　
年
間
を
通
じ
て
、市
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

人
口
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
官
民
連
携
に
よ
り
、
選
手
の
育
成
と
指
導

者
の
確
保
を
進
め
る
こ
と
で
、
競
技
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

0 7 90 8 0

基本方向

施策の体系
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P082 P083

第2項
スポーツによる
地域活性化

P081

スポーツ人口の拡大

第1項 第3項

競技力の向上

す
る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
か

た
な
ど
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
本
市
は
、
市
民
体
育
館
や
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
、ス
ポ
ー

ツ
広
場
、
浪
岡
総
合
公
園
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
環
境
は
充
実
し
て
い
る
も
の
の
、
施
設
の
老
朽
化

へ
の
対
応
や
、
人
口
減
少
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
環

境
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
に
応
じ
た
機
能
整
備

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
競
技
力
の
状
況
》

●
ジ
ュ
ニ
ア
層
に
お
い
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
の
競
技
で
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
力
を

有
し
て
い
ま
す
。

●
国
内
外
の
大
規
模
な
大
会
等
に
お
い
て
、
本
市
出
身
、

本
市
ゆ
か
り
の
選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
は
、ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
な
ど
を
高
め
、ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
裾
野
拡

大
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
競
技
力
向

上
に
向
け
た
取
組
や
指
導
者
の
確
保
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

第3節 

現状と
課題
現状と
課題

《
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
状
況
》

●
2
0
2
0
（
令
和
2
）年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
2
（
令
和
4
）年
北
京
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ほ
か
、

2
0
2
5
（
令
和
7
）年
に
は
第
80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
※
1
が
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
、
本

市
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
本
市
を
活
動
拠
点
と
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等

の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡

大
に
向
け
て
、
市
民
一
体
と
な
っ
て
応
援
す
る
機
運

を
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
取
組
が
全
国
で

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

《
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
状
況
》

●
市
民
の
健
康
増
進
や
体
力
向
上
の
ほ
か
、
余
暇
時
間

の
増
大
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
※
2
の
変
化
な
ど
に
伴
う

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応

※1［国民スポーツ大会］ 国民体育大会（国体）の新たな名称。2023（令和5）年に開催される大会から採用される。
※2［ライフスタイル］ 衣食住などの日常の暮らしから、娯楽、職業、居住地の選択、社会との関わり方までを含む生活様式。
　

青森市スポーツ会館（みちぎんドリームスタジアム）青森市スポーツ会館（みちぎんドリームスタジアム）
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ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
に
向
け
、
年
間
を
通
じ
て
、

市
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※2［スポーツツーリズム］ スポーツを「観る」「する」ための旅行、スポーツを「支える」人々との交
流などに加え、国際競技大会の招致・開催、合宿の招致も包含した、複合的でこれまでにない「豊
かな旅行スタイルの創造」を目指すもの。

※1［総合型地域スポーツクラブ］ 子どもから高齢者までさまざまなスポーツを愛好する人々が、初心
者からトップレベルまでそれぞれの志向・レベルに合わせて参加できるという特徴を持ち、地域住民に
より自主的・主体的に運営されるスポーツクラブ。

0 8 10 8 2

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化

地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

目 標 と する 指 標目 標 と する 指 標

第
1
項

第
2
項

主な取組主な取組

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り

●
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
を
は
じ
め
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
の
体
力
向
上
と
健
康
増
進
を
図
る
環
境
の
充
実
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障

が
い
の
あ
る
か
た
な
ど
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
で
き
る
機
会
の
充
実
や
参

加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
本
市
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、
市
民
が
気
軽
に
ス
キ
ー
や
カ
ー
リ
ン
グ

な
ど
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
利
用
者
の
目
線
に
立
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

運
営
の
ほ
か
、「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」※
1
を
は
じ
め
と
し
た
団
体
の
活
動
内
容
な

ど
に
関
す
る
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
市
民
が
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大

●
市
及
び
関
係
団
体
等
か
ら
な
る
組
織「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
青
森
」が
中
心
と
な
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
2
の
推
進
、大
会
開
催・合
宿
誘
致
、地
元
チ
ー
ム
へ
の
支
援
、指
導

者
の
地
元
定
着
を
図
る
ほ
か
、ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
発
信
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
よ
る
相
談
体

制
の
充
実
な
ど
、官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

●
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、本
市
を
活
動
拠
点
と
す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
事
前
合
宿
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
を
進
め
、ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

選
手
と
交
流
で
き
る
機
会
の
創
出
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、更
に
は
交
流
人
口
の
拡
大
等
に
よ
り
経
済
効
果
を
獲

得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、老
朽
化
し
た
市
民
体
育
館
の
建
替
え
と
し
て
、ま
た
、多
様
な
催
事

が
開
催
可
能
な
交
流
拠
点
と
し
て
、青
森
操
車
場
跡
地
へ
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

市の体育施設利用者数
●スポーツ施設利用者数

基準値：877,729人（2017（平成29）年度）

目標値 974,360人

市内で開催された東北大会以上の
スポーツ大会の数

●市内で開催された
　スポーツ大会数（東北大会以上）

基準値：26大会（2017（平成29）年度）

目標値

地域のプロスポーツクラブ等である青森
ワッツ、ラインメール青森 FC の市内で
開催された試合の観客数

●市内で開催された地域のプロスポーツ
　クラブ等の試合の観客数

基準値：31,061人（2017（平成29）年度）

33,000人目標値 32大会

全国高等学校カーリング選手権大会
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目 標 と する 指 標

競
技
力
の
向
上

競
技
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
官
民
連
携
に
よ
り
、

選
手
の
育
成
と
指
導
者
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

※1［スポーツ医科学］ スポーツが人体の発達に及ぼす影響を研究し、健康の増進・競技者の健康
管理などを講じるスポーツ医学を含めたスポーツを研究対象とする諸科学の総称。
※2［国民スポーツ大会］ 国民体育大会（国体）の新たな名称。2023（令和5）年に開催される大
会から採用される。

第
3
項

主な取組

指
導
者
の
確
保

●
各
種
競
技
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
各
種
講
習
会
を
は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
活
用
や
競
技
団
体
の
指
導
体
制
の
充
実
な
ど
を
通
じ
て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
、

優
秀
な
指
導
者
の
発
掘
・
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
子
ど
も
が
、
け
が
や
事
故
な
く
安
全
・
安
心
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
指
導
者
等

に
対
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
※
1
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

選
手
の
育
成

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
や
小
・
中
学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
支

援
な
ど
、
競
技
人
口
の
裾
野
拡
大
と
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
関
係
団
体
と
連
携
し
、
2
0
2
5
（
令
和
7
）年
に
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
第
80
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
※
2
を
も
見
据
え
、
選
手
の
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
成
績
を

収
め
た
選
手
及
び
競
技
団
体
の
努
力
を
称
え
表
彰
し
ま
す
。

理
と
と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
芸
術
の
推
進

第4節 

現状と
課題
現状と
課題

《
文
化
芸
術
活
動
の
状
況
》

●
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、豊
か

な
人
間
性
や
創
造
力
を
育
む
文
化
芸

術
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
市
民
の
文
化
芸
術
活
動
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
の
進

展
、
人
口
減
少
な
ど
を
背
景
に
、
次
世
代
の
文
化
芸

術
の
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
本
市
は
、
文
化
会
館
や
市
民
ホ
ー
ル
な
ど
、
文
化
芸

術
に
関
す
る
活
動
や
鑑
賞
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。

《
文
化
芸
術
資
源
の
状
況
》

●
本
市
は
、
ね
ぶ
た
、
棟
方
志
功
画
伯
に
代
表
さ
れ
る

版
画
な
ど
、
次
世
代
に
継
承
す
る
べ
き
有
形
・
無
形
の

文
化
芸
術
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
無
形
民
俗
芸
能
・
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
人
材
及
び

団
体
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

《
文
化
財
の
状
況
》

●
本
市
に
は
、
世
界
に
誇
る
縄
文
遺
跡
等
の
史
跡
や
出

土
品
、
歴
史
民
俗
資
料
な
ど
の
貴
重
で
価
値
あ
る
文

化
財
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
適
切
な
保
存
・
管

個人競技での
スポーツ賞・スポーツ奨励賞受賞者数

●スポーツ賞・スポーツ奨励賞の
　受賞者数（個人競技）

基準値：109人〈2018（平成30）年度〉

目標値

団体競技での
スポーツ賞・スポーツ奨励賞受賞団体数

●スポーツ賞・スポーツ奨励賞の
　受賞団体数（団体競技）

基準値：18団体〈2018（平成30）年度〉

27団体
目標値 119人

AOMORI トリエンナーレ 2017AOMORI トリエンナーレ 2017
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文化芸術の推進

P087 P088

第2項
文化芸術資源の

継承

P086

文化芸術活動の
推進

第1項 第3項
文化財の
保存・活用

文
化
芸
術
活
動
の
推
進

市
民
が
文
化
芸
術
に
身
近
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

目 標 と する 指 標

第
1
項

主な取組

文
化
芸
術
に
身
近
に
触
れ
合
う
環
境
づ
く
り

●
市
民
や
文
化
芸
術
団
体
等
と
連
携
し
、
文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

が
創
作
・
創
造
の
場
に
参
加
で
き
る
機
会
を
確
保
し
ま
す
。

● 

市
民
に
質
の
高
い
文
化
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
小
・
中
学
生
を
対

象
と
し
た
芸
術
教
室
や
発
表
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
文
化
芸
術
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
ま
す
。

●
文
化
会
館
や
市
民
ホ
ー
ル
な
ど
の
文
化
施
設
は
、
気
軽
に
練
習
や
発
表
、
交
流
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
の
特
性
を
活
か
し
た
活
用
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
文
化
芸
術
に
関
す
る
情
報
を
集
め
、
情
報
発
信
す
る
な
ど
文
化
芸
術

活
動
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

基本方向

施策の体系

　
　
市
民
が
文
化
芸
術
に
身
近
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
に

対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と
や
後
継

者
の
育
成
を
図
る
こ
と
で
、
次
世
代
へ
継
承
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
文
化
財
を
適
切
に
保
存
・
管
理
し
て
い
く
と

と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

各年度における文化施設（文化会館、市民ホール、
市民美術展示館、合浦亭、中世の館）の利用者の
合計を本市の人口で除した数

●市民1人が1年間に
　文化施設を利用した回数

基準値：1.9回（2017（平成29）年度）

目標値 2.0 回

青森市所蔵作品展「文化とアート展」
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第
2
項

文
化
芸
術
資
源
の
継
承

文
化
芸
術
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
関
心
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、

後
継
者
の
育
成
を
図
り
、次
世
代
へ
継
承
し
ま
す
。

※1［埋蔵文化財包蔵地］ 地中に埋蔵されている状態の文化財を「埋蔵文化財」と呼び、それが包
含されている、及びその可能性のある土地や範囲のこと。

文
化
財
の
保
存
・
活
用

文
化
財
を
適
切
に
保
存
・
管
理
し
て
い
く
と
と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

目 標 と する 指 標目 標 と する 指 標

第
3
項

主な取組主な取組

文
化
財
の
適
切
な
保
存
・
管
理

●
本
市
が
所
管
す
る
高
屋
敷
館
遺
跡
や
浪
岡
城
跡
な
ど
の
史
跡
を
は
じ
め
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
※
1
か
ら
の
出
土
品
や
歴
史
民
俗
資
料
等
を
適
切
に
保
存
・
管
理
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
的
な

展
示
に
努
め
ま
す
。

●
市
内
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
を
保
護
す
る
た
め
、
土
木
工
事
等

に
伴
う
事
前
協
議
及
び
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

●「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」と
し
て
早
期
の
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
い
る
、
三
内
丸
山
遺
跡
や
小
牧
野
遺
跡
を
は

じ
め
と
す
る
貴
重
な
文
化
財
の
価
値
や
魅
力
に
つ
い
て
、
観
光

面
も
考
慮
し
た
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
自
治
体
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
国
内
外
に
向
け
た
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

文
化
芸
術
の
継
承

●
市
が
所
蔵
す
る
版
画
な
ど
の
美
術
品
の
展
示
や
地
域
の
多
様
な

主
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
ね
ぶ
た
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
芸

術
に
関
す
る
活
動
を
通
じ
て
、
特
に
将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
、
文
化
芸
術
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
多
様
な
価

値
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

民
俗
・
伝
統
芸
能
の
継
承

●
無
形
民
俗
芸
能
・
伝
統
芸
能
保
存
団
体
等
の
活
動
・
発
表
機
会
を

提
供
し
、
効
果
的
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
継
承
活
動
及

び
後
継
者
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

民俗芸能の継承「高田獅子踊（橋渡りの踊り）」小牧野遺跡

各年度における文化芸術資源を活用した事業
への市内小・中学生の参加者数の合計を本市
の児童生徒数で除した数

●文化芸術資源を活用した事業に
　子どもが参加した割合

基準値：21.1％（2017（平成29）年度）

目標値 24.1％

文化財を展示及び活用した各施設の
入館者数の合計

●文化財を展示及び活用した
　施設の入館者数

基準値：48,377人（2017（平成29）年度）

目標値 49,600人



スポーツによる地域活性化
[ ひと創り ]

　
青
森
市
で
は
、
2
0
1
9
（
平
成
31
）

年
3
月
、
県
内
初
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
青
森
」

は
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
経
済・観
光
団
体
、

大
学
、報
道
機
関
、青
森
市
な
ど
25
団
体

で
構
成
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
や
、ス
ポ
ー
ツ
大
会・合
宿
の
誘

致
な
ど
に
官
民
一
体
で
取
り
組
み
、
交

流
人
口
の
拡
大
や
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
の
向
上
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
お
り
、

主
な
事
業
と
し
て
、
４
つ
の
柱
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
」と
し
て
、
カ
ー
リ
ン
グ
や

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
な
ど
、
本
市
の
ス
ポ
ー

ツ
資
源
を
活
用
し
た
誘
客
促
進
や
、
新

た
な
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
討
を

進
め
ま
す
。

　
２
つ
目
は
「
大
会
開
催
・
合
宿
誘

致
」と
し
て
、
関
連
団
体
と
連
携
し
て

ス
ポ
ー
ツ
大
会・合
宿
の
誘
致
に
取
り
組

み
ま
す
。2
0
1
9（
令
和
元
）年
に
は
、

2
0
2
0
（
令
和
2
）年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和

国
の
強
化
合
宿
が
本
市
で
行
わ
れ
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
の
事
前
合
宿
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は「
地
元
チ
ー
ム
へ
の
支

援
」と
し
て
、
青
森
市
を
活
動
拠
点
と

す
る
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
青
森
ワ
ッ
ツ
や
、Ｊ
リ
ー
グ
を
目
指

す
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
ラ
イ
ン
メ
ー
ル

青
森
Ｆ
Ｃ
を
、
ま
ち
全
体
で
応
援
す
る

た
め
に
、
選
手
に
よ
る
学
校
訪
問
や
交

流
イ
ベ
ン
ト
、広
報
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
４
つ
目
は「
指
導
者
の
地
元
定
着
」

と
し
て
、
競
技
団
体
等
と
連
携
し
て
指

導
者
の
活
躍
の
場
を
創
出
し
、
指
導
者

の
地
元
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
指

導
者
の
資
質
向
上
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
更
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
相
談
窓

口
の
一
元
化
や
、ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
体
制
の
構
築
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　
一
方
、
青
森
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

拠
点
で
あ
る
カ
ク
ヒ
ロ
グ
ル
ー
プ
ス
タ

ジ
ア
ム（
青
森
市
民
体
育
館
）に
つ
い
て
、

建
替
え
が
必
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
広
い
敷
地
を
有
す
る
青
森

操
車
場
跡
地
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら

ず
多
様
な
催
事
が
で
き
る
交
流
拠
点
と

し
て
ア
リ
ー
ナ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
更
に
は
経
済
効
果
を
得
る「
青

森
市
ア
リ
ー
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
に
伴
う
利

用
客
の
増
加
及
び
周
辺
事
業
者
、
住
民

等
の
多
く
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
青
森
操
車
場
跡
地
を
通
る
並
行

在
来
線
青
い
森
鉄
道
の
新
駅
整
備
を
青

森
県
に
要
望
し
、
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
2
0
1
9
（
令
和
元
）年

茨
城
国
体
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

初
め
て
全
国
大
会
が
実
施
さ
れ
る
、
対

戦
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・ゲ
ー
ム
を
競
技

と
し
て
行
う「
e
ス
ポ
ー
ツ
」は
、
そ

の
県
予
選
な
ど
の
各
種
大
会
が
開
催
さ

れ
る
と
と
も
に
、「
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
カ
レ
ッ
ジ
」が
「
e
ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ

ク
リ
エ
イ
ト
専
攻
」を
県
内
初
導
入
す

る
な
ど
、
普
及
促
進
や
人
材
育
成
に
向

け
た
動
き
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
ア
リ
ー
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、

2
0
2
0
（
令
和
2
）年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
2
0
2
2

（
令
和
4
）年
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、そ
し
て
2
0
2
5

（
令
和
7
）年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
第

80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
契
機
に
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2

25
の
関
連
団
体
が
参
加

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

青
森
」
の
設
立

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
拠
点

青
森
市
ア
リ
ー
ナ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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